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H29年度　落石対策便覧
新基準適合製品
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スロープネット

筑豊金網工業　落石対策製品ラインナップ



　近年多発する風水害や地震などの自然災害、また、それらが起因となる落石も多く発生しています。

道路パトロール時に確認された落石の大きさは、約90%以上が30cm以下であったとの報告もあります。

 落石規模は小さいですが、衝突した際に車両や通行者等に与える影響は大きなものになりかね

ません。

 「ココストンネット」は小さな落石に対しても、安全確保ができるよう開発された製品で、身近にある

「危険」に対し安心できる環境作りのお役に立つことができればと思います。

小規模の落石に対応1
● 一般的なフェンスでは難しかった「落石」への対策が可能です。
● 15kJ以下の落石エネルギーに適用できます。

施工は容易、期間は短く2
● 部材の軽量化により運搬が容易となり、人力での施工が可能です。
● 従来工法に比べ養生期間が短く、工期短縮が見込めます。

設置場所の制約が少ない3
● 斜面下部の道路上への設置を始め、法肩等への設置も可能です。
● 自立型の支柱構造のため、最低限の用地確保で施工ができます。

安心の安全性4
● 強化された支柱構成により、落石衝突時の転倒・屈折が抑制されます。
● 実物大衝突実験により、製品の安全性が確認されています。

■ 構造１

■ 構造２

■ 構造3

■ 構造4

■ 構造5

■ 構造6

■ 構造7 

部材の軽量化で運搬が容易

自立型の支柱で設置制約が少ない

金網目合いを一般的なものより小さくし、こぼれ・抜け落ちを防止

支柱基礎には補強座金を使用し、支柱の折れを抑制

支柱内に補強アンカーを入れ２重構造にし、支柱の強度をUP

柵高は1.5～3.0mまでをご用意、現場状況に合わせて選択可能

斜面勾配にも対応（約40°まで）

ココストンネットの構造的特徴
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はじめに ココストンネット 構　造 ココストンネット

製品の特徴



強　度 ココストンネット 施工フロー ココストンネット

●15kJまでの落下エネルギーに対応可能な防護柵

■落石エネルギー対応表
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条件【岩形状（球体）、斜面Θ=45°、等価摩擦係数μ=0.35】

■ココストンネットの製品仕様

構造 支柱高 標準支柱間隔 金網 支柱 ロープ 補強アンカー

CSN-1.5 1.5m

CSN-2.0 2.0m

CSN-2.5 2.5m

CSN-3.0 3.0m

3.0m

D25×1,500

D25×3,000

38SQφ60.5φ3.2×45㎜目

40.0m

※ココストンネットでは着色部の範囲で使用ができます。

落下直高　

対象岩径
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◯

◯
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◯
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◯
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◯
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◯

◯

◯

◯
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

～24m

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

【フローチャート】

1. 準備工

● 芯出し・位置決め

2. 基礎の設置

● 鋼管基礎の設置（擁壁の場合はコア抜き）

● 補強アンカーの設置

3. 支柱建て込み

● 支柱の設置

● 支柱孔内へのセメントミルクの注入

4. 連結パイプ・上下ロープの設置

● 支柱に金具を取り付け、連結パイプを設置

● 上下ワイヤロープの設置

5. 金網の設置

● 金網を展張し、コイルでワイヤロープに固定

● 中番線の設置

6. 実測・出来形確認

● 柵高検測

● 延長検測

7. 完成

【条件例】

落石直径 ： 0.33m(0.49kN)　　

落下高さ ： H=40.0m（直高）

斜面勾配 ： Θ=45°

摩擦係数 ： μ=0.35

落下エネルギー ： 約14.0kJ

※ココストンネットは15kJまでの

　落下エネルギーに対応できます。



実　験 ココストンネット 参　考 ココストンネット

平成29年版　落石対策便覧P.181 5-6-6「実験による性能検証」
に基づいた実験を実施し、性能基準2※をクリアしています。
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供試体

衝突エネルギー

衝突位置

重錘重量

1.5～3.0ｍ

15kJ

中間、端末スパン部

164kg(EOTA型）

■ 各実験において支柱変位を確認
■ 金網・ロープに破網・破断なし
■ 15kJの衝突エネルギーを吸収捕捉
■ 性能水準 ： 性能2を満足

 ： 

 ： 

 ：

 

 
： 

擁壁上に設置（法肩部からの落石対応） 背面の斜面が迫った法尻

擁壁で防護柵の設置が困難な場所 防護網の隙間に設置 沢部の落石集中箇所に設置

【設置イメージ図】

道路際の落石対策 線路沿いの落石対策

■ネット張出し量（中間スパン）

衝突時

H=1.5m

H=3.0m

0.90m

1.10m

0.75m

0.90m

収束時

（H=3.0mtypeでは支柱部
  への衝突確認も実施）

突き抜けない・破れない

ココストンネット
実験供試体

重錘

柵
高

落
下
高

H=1.5m

H=2.0m

H=3.0m

試験結果

【 性能2とは 】      
道路土工構造物の損傷が限定的なものにとどまり、当該道路
土工構造物の存する区間の道路の機能に一部に支障を及ぼ
すが、すみやかに回復できる性能（落石対策便覧P.104）




